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文
教
予
算
を
喰
う
防
衛
費
?

さ
る
一月
千八
日
、
閣圃
映
定
した
昭
和
二十
七
年匿
予
輝
凝

はへ
=十
二
日開
会
宣
れた
踊十
三通
常
国螢
の
雪
頭に
掘
出

さ
れた
。
明
年度
弔糞
は
、
終
戦陵
賄
めて
の独
立
日本
の
予

鋸
で
あり
、
再
軍備
体
制
へ
の第
一歩
を踏
み
出し
た
予
糞
と

し
て
、国
会
で
も灘
蹴
が
簾
甲へ
鷲
和蘭
傑
総
繍捷
等
防
衛饗

の闘罠
生
活
-獄
育
予
算
に与
え
る
額匪
は
大
きい
と
い
われ

る
ホ、
こ
」
に
「防
循
費
に食
わ
れ
る?
教
育予
鷹
』
のう
ち

わけ
を
みて
み
よ
う
●

数
宇
が
も
の
が
た
る
"
再
軍
備
"

醜肇
十
一月
中旬
「
支出
総
額
八
千竃
百

嬉
喫
弓
ち
謹和
関
係諸
経
費
二
壬
憶の

弓灘
猷
契
が
発
表芭
れ、
十
一月十
九
日

ド
ジジ
・池
田会
談
が始
め
ら
れた
。
こ

の
とき
醐
和
関屡
線
費
の過
少見
積
り

が
指摘
さ
れ
亀
二千
流
百億
円
(うち
防

衛
貝
二壬
鳳
円
)が
糧
示さ
れた
とい
わ

れ
る●
こ
の
会談
を
皮切
り
に
政
麻と
G

H
Qと
の予
算間
題
を
めぐ
る
交
渉が
始

業
つた
。

二
、
三
六

【億
円
は
?

ζ
の
交渉
に
お
いて
九
千慮
に
ま
で予
算

が
膨
脹
す
る
ので
はな
い
か
と
の懸
念
を

打
ち
破
つて
、
八
千
蔭
臼
二十
七
億
円

(う
ち
醗和
関
係経
費
=千
三百
六
十
一

鳳円
)
に
と
甘め
た
のは
、
池
田蔵
相
の

政
治
的
託腕
と
し
て、
稲
菊
秀
=一氏
(国

民
経
濱
研究
会
理
嚇嵐σ
は
九十
点
を
つ

け
て
い
る。
し
か
し

「…
…
明年
度
の
予算
は
形
の上
で
は
一

応
均
衡
して
い
るが
、
中
身
はか
な
リ

イン
7
レ的
な
要素
を
も
らて
い
る
}

(日経

}、
r
二日付
)

と
日本
の
酵濱
界
は①
防
衛
力漸
増
②
国

民
生
の
活水
雌
低
下防
止
羅

回
避
の

蔵相
三
原則
に
た
いし
て
、
箔
安の
念
を

いだ
い
て
い
る。

明年
度
予
算鏑
は
、
補正
後
の
本年
匿
予

ロ

算総
額
ヒ
千九
百
一ノ十七
億
円
にた
い
し

て、
五
百
九十
臆
内
の膨
膿
を
示
して
い

るが
、
こ
の膨
膿
の
蝕大
原
閃
は、
講
和

関
廉質
「暫千
三百
六
十
一億
円
(総額
の

こ
士
%
)で
歪

霜
券

よ
り・
働

【千尉
増
加
とな
,で
いる
。
こ
の増
加

こ
う
みて
く
る
と「
害
田
酋相
が
い
ろ

い
ろ例
を
あ
げて
「政
府
は再
軍
簡
を

い
たす
考
え
は
な
い」
(二十
八
日懇

院
本会
議
答
弁
)と
い
って
も
亀
世
の

予
算素
批
判
が
あげ
て
「……
実
質的

・に
日本
自
衛
再
軍鯖
への
纂
}恭
の
予

算
であ
る
こ
と
も菖
冥
で
ある
」
と
い

弓麹
礪秀
.罰氏
の批
判
に
「致
した
線

への
遭
をた
ど
ると
も
懸
念さ
れ
る
。

「山会
目十
慮
の
治優
費
は
来年
度
国
民所

柵
の
三
●蓋
、
六
%に
巡
ぎず
、
麓『
伝

の
一〇
・六
、
七
%に
比
べれ
は
は
る
か

に
少
い」
(!十
五
日
珍院
本
盒
礪)と
泄

田
蔵
相な
ど
が
具体
的
数
宰
を挙
げ
る
●

ま
さ
に
〃数
字
の魔
刀
"
であ
る
。

エンゲ
ル
係
数
五五
%、
生
活
水
進戦

削
の七
〇
%
の貧
乏
国
に生
活
す
る
日

本
人
の負
選

生
ま
れた
は
か
り
の

赤坊
で
も
【人
7千
円
の防
衛
費
を負

を
始め
、
閤
■の
騰
務
教湾
費
国
■負
担

金
(五
百
七
十九
億
円
)も
未
決
是
のま

Σ
で見
送
ら
れて
い
る
.

大
掌関
係
で
は、
国
立
大尚.6薦
費は
当

初
要求
四
十
}億
五
千
三百
万
田
、復
活

要
求八
億
四
千三
百
万
円
にた
い
し㌔
十

三
億円
こ三分
の
一、
科学
研
究
費は
当

初
農沢
十
=
魔七
千
万
円、
復
活
妥求
五

億
五百
万
円
にた
い
しへ
五
億
六
千万
円

と雛
額
以
下、
ま
た
私
立掌
綬
振
輿会
が

.

、

驚
㎝会
議
科欝
断死
盟委
樋
会
は

こ
れ
まで
据
麗
3に
な
った科
掌
娩

一
究
躍
五億
円
(諸費
簾
引
き輿
際
は

四
億
六
千円
)
を八
癩
円
にす
る
よ

う
ほ
ね
お
ったが
、
落
着
いた
の
が

㎜嘉
霧
潔
期講
熱

顛
簾

☆

円
が
箕
弾
とな
って
消
え
る
そ
う

だ
。
わ
れく

は
その
[κ
のた
め

に
こ
ん
なに
苦
労
して
い
る予
備
隊

が
盛
え、
研
究
がす
た
れ
ると
は
全

く
憎
な
い
次
第
だ
」
と
も
ら
し
て

い
た
。

X

×

X

ρ
ー
ー

禽082邸2ハ4目(月 口自)

一
憧
円
の
悩
み

◇

国
咋天
学
三
千六
百
円
の摸
鱒

料
が
六
千円
に
構
上げ
さ
れ
ると
い

う
の
で
学生
の
間
に大
恐
慌
をき
た

し
て
い
る。
交
部
省
の発
表
によ
る

とこ
の
値上
げ
で
増収
に
な
る
のは

わ
ず
か
一
億
円、
一方日
米協
矩

にも
と
つ
く日
本
側
の防
衝分
担
金

は
六
五〇
蟹

☆

円
。
米
国の

駐
留
費
予算
は
一億
五千
五
百
万

ノで
、
邦
賀に
襖
算
して
約
五
五八

億円
。
結
局九
二
億
円日
本
の分
担

金
が
多
くな
つて
い
る●
こ
の
百分

の
[を
一分
を
獄
商
予算
に
廻
せぱ

摸藁
料
値
上げ
を
し
ない
で
す
むこ

と
にな
り
そう
だ
が
●

1

大
学
の
整
備
費
も
・ 轡認

晒の
た
め
三十
四
億円
が
認
めら
れ
隔

載科
賞
給
与
もは
じ
めて
全
額
国厳
負
担

とな
った
のが
明
る
いと
こ
ろ
o

義務
獄
商
費
の全
額国
画
負
担
は、
現
行

の地
墓

変
付
金
制匿
で
は、
各
地
方

で
水
塑
が
}致
せ
ず
、軟
育
予
翼は
各
県

の悩
み
とな
って
い
る
ので
、
錆務
獄
育

の永
激
維
持
と地
万
獄冑
財
政
安足
の
た

め
に、
こ
れ
を平
衡
交付
金
の
葎
から
は

ず
し
て
「
あ
らた
に
交教
予
算
に
くみ
こ

もう
と
し
た
もの
だ
突
大
蔵
省
と
の折

衛
の見
通
し
はま
つ
暗
のよ
う
で
あ
る・

3

に

研
究
統
制
の
恐
れ

汐見
皐
金
督
整
醸

国
民所
得
と
マ
タチ
し
た
均
衛の
と
れ

た
予算
が
穴
切で
、
箪
扇蓬

敦
青

弓轍
一辺
鋼
では
い
け
な
い。

ロ
東
穴経
濟
学
薗教
径
購

イ
ン
フレ
的
墓
因が
み
ら
れる
か
ら据

圃で
も
相
当
減少
と
な
る。
凄
して
遺

撮
族操
箇
費
を除
い
藝

度
純内
政

費
はへ
絶
剰
額が
本
年
より
少
くな
っ

て
いる
か
ら
想
識以
上
の
減
額
と
な

る
o科
学
研
究疑
が
約
一億
円
増
額さ

れ
πが
、
こ
のた
め
に
は
『従
来研
究

疑
が総
花
晒
に
まか
れ
てい
る
か
ら結

け
つ
8
よ
く
個
人
の
生
活饗
に
まわ

,て
し漢
,て
いる
●
同費
を
効
果的

に
す
るた
め
研究
の
内瓢
を
大
蔵省
に

示
せ」
と
い
う
同雀
の
裏泉
を
大幅
に

ふ
くみ
こ
凍
ね
はな
ら
准か
った
。こ

れ
がお
し
す
」
ぬら
れ
たら
馬
戦
時甲

の
研発
読
制
にな
る
お
それ
が
あ
るo

酸
撤
廃
運
動
大
詰
に

反

7
ア
ッ
シ
ョ♪
展大
会

に
大
山
氏
も

虚
ラ
ァ
ツ
シ
胃市
民
大会
は
【月
ア
十八

目奉
後
七時
よ
り
四
条大
窩
憾
文甲
掌
で

大山
郁
天、
淡徳
竃
郎、
蕩
田
武
、淺
#

臼■葬
一鰻
りな
が
ら
演壇
か
ら
呼び

か
け
至
(山
奪
琵

油
醤
氏
ら
が謹
演
、
目由
労
組
磯井
五
朗

氏
の
〃条
例激
廃
"
提第
「聾察
費
r†四

∬、
獄
晋費
十
「%
の市
政
を
なず
轟
]

市長
を
リ
コー
ル
せ
よ」
の
捷
鱗は
、
会

徽
に
あ
ふれ
る
二千
五百
の
市民
の瓶
墨

圃致
で
司決
さ
れ
た
。

自由
法
闇
囲愚
鷺畏
は
「東京
弁
護
士

会
は団
規
法
を馨

立
法
たと
し
、全
閾

六
千の
弁
護
士に
広
く
叫び
か
け、
反
対

して
いる
。
松川
嗣
件
を仙
台喬
裁
で
原

霧
璽
嶺再
取調
べ斎
させ
た
の
亀、
真
輿

を賊
う
入
達
の力
の
おか
げ
で
あ
る」
G

醐り
淡
民
「西
欧
で
ア
イク
か
類わ
れ
、

チ†
ー
チ
ル
か景

備
にプ
レ
ーキ
を
か

け
ぎ
る
を
樽
なく
な
つ匙
の
は平
和
を
願

う令
世
界
人民
の
力
によ
る
も
のた
、
蜷

川
知
覇
を岡
隙
鮮
済会
瀬
に
出席
さ
す
の

も
平
和
を守
る
}環
」と
詞
つた
。

浅
井
氏
は
「政
町
の使
弓
宮
紮
の旗
に
真

箕
が
あ
る
～層
,て
聞違
い
ない
。
フ
ア

ッ、ノ㌔
は美
空
麗
句か
お
綱
意
た」
と
矯

蝸態
詣
奪

騎
羅
躰

の
　鱒
か
吉田
茂
で
あ
るこ
と
を
〃田
宣

一人
孤
ル
イ
を守
る
"
と叫
ん
で
倒れ
た

彼に
鰯
つで
.忘
わ
て
はな
ら
な
い
。ス
タ

ー
リ
ン
賞は
日
本
人
艮
の
窯
十
年
に
渥

り、
今
なお
続
い
て
い
る齪激
の闘
士
の

力
が
国
際
的
に認
め
られ
k閣
物
で
あ

る
o赤
の政
酒
砲竃
伝
で
あ
ると
ーな
か

ろ
う
と玉
乎
和
の
蜜伝
な
ら結
鴛
で
はな

い
か
。
それ
と
も
平和
を
読え
る
の
が反

米
的
て
あり
、
賊
争を
ア
オ
る
のか
親
米

的
と
い
う
のか
。
私は
齢
七
十こ
え
超
て

何
時
倒
れお
と
も
わ
か
bぬ
か、
よ
し
亀

⊂
の闘
い
の甲
で
倒れ
た
と
して
も
、
私

の偶
は
拾
,て
く
れ
るな
。
た
レ私
の
屍

を超
穴
て
岡十
諸
君
が平
和
のた
め
に
解

放
のた
め
にま
つ
し
ぐら
に
進
んで
も
僑

いた
い
」
と叫
び
「平和
を
守
れ」
の
合

唱
の甲
に午
後
九
時
大
会
の
幕を
と
し

た
。
な
お
カ
ンパ
五
千
三百
余
円が
銅
め

られ
た
。

山
城

一
揆
の
紙
蓬

眉

窟
大
で公
簗
例
徽
廃
■
演会

京
大広
藁

自治
会
で
は㍉
二
十
九
日午

後
嶋時
よ
り、
京
大
西
部
講
堂
に
お
い

て
、
府説
灘
井
五郎
、
自
由法
顕
m
穽産

士
能
勢兜
男
両氏
を
招
き
〃公
豪
条
例徹

睡
耽
嘲
に
つ
い
て
"
の讃
演
会
を
崔
し

た
。
陶氏
の
「平和
と
反職
の
た
め
には

寒
ず
公
疑条
例
を瀦
止
δ
せ
るの
が
嗅体

胸
な
闘
い
ぐ
あ
る。」
と
の
謙演
に
縦
い

で
、
京
大勘
妖
によ
る
棄
大癖

作
『口

ゆ
.揆」
の
紙
兇署
が
あ
つた
か、
塵
史

掌
四
球脅
証
が
非粥
に
よ
くな
さ
れ
て
い

小
学
生
の
作
丈
も

天
皇
事
件
出
版
計
画
具
体
化
へ

り

〃本
に
な
る天
墨
菖件
"
で
話
題を
よ
ん

だ
京
大
経
固好
槍
の
出版
計
嘗
はそ
の
後

罠科
、
歴
史研
究
会
、日
教
組
の彿援
の

ヰ

もと
に
、
さ
る
一月
二十
五
日
㍉第
一回

編蝿盟
繰員
会讃
を
、
京
大第
三
会議
室
で

開
いた
。

編
暢
委
員
と
し
て
京
大
外よ
り
は金
子

(富有
)
速
永(藤
ノ森
)
欄
山(山城
)

の
各小
℃
中、
高
校
弧富
が
依
頼さ
蔓

噸
問と
し
て
、前
葉

和田
、
北
山、
奈

艮
本、
宕
井
「島
の
各氏
が
快
定
した
●

ζ
の讃
画
では
、
京
都
府、
市
内
の小
、

中学
生
の
作
文、
教
職廼
の指
導
誕

高
校生
の
座
談会
等
を主
体
に
し
、更
に

教籍静知
識
人
の論
交
の掲
戴
が
予
定さ
れ

て
い
る。

一委
負会
は
衛
週土
曜
日
鬼期
的
に
開
かれ

原
稿
そ
の他
の
具
体飽
な
も
の
に
つい

て
、協
議
ず
る
はず
に
な
つて
お
り、
刊

行
は
大体
四
、
五月
頃
にな
る
も
よ
う。

森
田
編嘱
聾
員
(京
大
同
好会
)
談

こ
の匿
の
刊
行で
、
私
達
は天
塁
や、

天
皇
制に
つ
いて
礪

的
なも
の
だ
け

で
なし
に
、
生
猿
験
か
らス
ジ
キ
リ

し
た線
を
出
し
た
いと
愚
って
い
る●

正
し
い材
料
と
公明
な
■糧
、
平
易ざ

と
隔
な
っと
く
のゆ
く
本、
日
本
国
民

が
誰で
も
一匿
手
に取
つ
て説
み
、
こ

の
機
会
にも
う
一匿
「天
墜」
に
つ
い

て
考
え
るよ
う
な本
を
作
りた
い
と
念

順
し
て
いる
。

帆
足
計
氏
を
囲
ん
で

国
際
経
濟
盒
i
る懸
萎

京
穴法
自
治会
、
学
生民
科
経済
剖
会
で

は
一月
二十
ヨ
日
騒潴
学
部
第
一共
岡
研

究
竈
で
モ
スク
ワ
会議
の招
請
をう
け
た

前
釜
邉
馨
果
日
産協
理
穫

を紹
い
て
国際
経
済
会議
に
つ
いて
の座

談会
を
ひ
ら
いた
。

ち
よう
ど
塞
郡に
き
た淡
徳
三
廊
氏も
一

紹
に約
三
十
名が
帆
足
氏
一流
の
ユ
ーモ

ア
た
,ぷ
り
の
国瞭
状
勢や
¥
馨

に
つ

い
て
の外
務
省と
の霊
璽
い
き
さ
つに

耳
をか
た
む
けた
が
、
帆
尼氏
は
「禦都

の
鱈川
知
事
も行
け
ば
よ
いと
お
も
う。

關
旙筋
は
な
ん
と渉
し
て行
か
せ
ま
いと

し
て
いる
那
、
日本
の
将
来
のた
め
に
ぜ

ひ
行
きた
い
」
と阪
った
。

松
尾
助
教
授
に

癸

工掌

部
松
塵
剛

公
開
質
問

状

警
露

は
沖
禰行
き
に
対し
反
対
の態
匿
を
表
朋

し
て
来た
民
科
工学
部
会
より
へ
要
旨次

の
よ
うな
公
開
質問
状
を
同助
教
授
に送

り
、
そ
Ω
割答
は滅
だ
な
いが
同
助
教授

は
身
分
待遇
改
善
につ
い
て米
箪
当
局
へ

申
藺酪Ψと
伝
え
られ
成
行
か住
目
さ
れ
る

(要
旨
)①
日
本塁
術
会
議
の科
学
を戦

争
に使
わ
な
いと
い
う
画明
を
交
持さ

れ
る
か②
沖
縄
の研
究
が
軍事
目
的
と

無
関係
と
考
え
られ
る
か③
多
数
W掌
生

の
強
い反
対
に敦
胃
看
とし
て
ど
う
猶

え
ら
れ
るか
、
他陥
。

樂
観
は
許
さ
れ
ぬ
?

ま
だ
少
い
京
大
の
願
書
璽
付
数

一調

く
箋

婁

く効
いて
レ

法
経

一に
千
三
百
名
集
る

鐘●871暫(一)

河
上
祭
「平
和
を
守
れ
」の
歌
で
会
場
わ
く

故
河
卜薩
博
ナ
の
六回
忌
を
記念
ず
る
学術
講
演
会は
一ゴ十
一日午
後
}時
よ
り
嵐
大撒
"
剛
一教
察
で、
追
悼
醐
掴会
は
哨

}軟
窒で
ひ
らが
れた
。
こ
の
日第
三
教宰
の
入
口
には
経
済掌
部
当
局
の
〃鰹
脩学
部
外
の
芳は
こ
えん
り
よ
下
さ
い"
の

ハリ
ビ
ラか
あ
つた
が
、
ぞ
くく

と
つめ
か
けた
聴
衆
は
教
室
一杯
そ
の数
は
四
自
に慮
し、
感
政
大学
教
授
中
村
鈎
比

「覆
擁
謹
と
再
環傭
」
立
教大
教
授
富川
輿
氏
「魂
和
と
日
本琶

の麓
演
が行
わ
れ
た
。一一一時
か
ら第
】教室
で
約
千

}.一百
の学
生
が
蟻
る中
に
大
田郁
央
氏
「平
和
擁
護と
冑
年
の任
務
」
長谷
部
交
艇
氏
「洞
ナ先
9
の
お
も
いで
」
茨川
甥
比

「河
上肇
と
平
和」
希
施
辰
治氏
「河上
先
生
を
し
のん
で
」
の認
演
をく
るみ
駆毛
利
菊
梗
氏
の調
の國
説
が
あ
り↓
平
和

を
守
れ
」の
大
合唱
も
行
わ
れた
。
会場
阿
の
「平
和
」
「独立
」
と
やき
こ
み
京大
名
物
と
な
つた
〃河上
ま
んし
ゆ
う
"

は
ごふ
爪ら
に
うれ
隔
協
組
食堂
に
は赤
飯
が
た
かれ
、
掌
内
は洞
」↓祭
のふ
ん
い
ぎが
た
y
よ
つて
い
た。

「十
七
年
度入
学
鼠
験出
願
嶺
の受
付
は

さ
る
二十
一日か
ら
姶
ま
った
が、
【.十

八
日
現在
で
各掌
部
が
受付
け
た
願潜
数

は
次
のと
お
り
。

京大文

"補
導

"は
研
究
室
を
作
る
事

教
授
ε
共
に
活
澱
な
教
室
討
議
は
じ
ま
る

補
導
欄
構と
自
治
組織
(と

く
に
学
反会
)
に
つ
いて
の

徹
大
交
掌部
に
お
け
る検
討

は
、
そ
の後
　十
八
日午
後

}時
よ
り
第三
同
の
審議
会

び開
か
れ教
授
蓋

と掌
生

委
樋双
方
か
づ歎
至
討
議
の紡
臭が
も
ち

よ
bわ
て
近
く成
矯
に
凍と
ま
る
こと
に

.な
た。
}
十日
現
在
軟授
、
助
獄授
を

ふ
ー、めて
の
教室
討
議
は交
掌
料
、仏
交

英
文
k除
いてほ
と
ん
ど全
部
が
終
り、

甲
文
ては
「補導
ど
は
研
究室
を
つ
く
っ

て
く
れ
るこ
と
た」-恵
徳
孜爵
が補
導
で

ま
な
い」
な
ど馬
ま
迄
園史
で
は
「臨璽
間

制
話
窟冶
斎
侮辱
す
る
も
ので
あ
るh
学

伴
大
会は
授
藁
を休
み
に
して
登
校
数を

利
掌
的
には
か
つで
成
立
人疏
を
き
め

　る」
西注
史
1

「学
長
素よ
り
学
生
素

を
支
持す
る」
歎青
1

「事務
系
の
人

び
禰
尊
に加丁わ
る
のは
面
白
くな
い
」
笥

い々
ろ
く
な
董見
が
軟
授
や学
生
か
ら

活
麗に
でて
い
る
こと
が
明
らか
に
さ
れ

ヨぎま
ロコニココ
ヨ
コぎ
コロ　お
おコヨ
コほ
ココ

学

團

評

論

3
…
3一3
一一23
3一3客
33露
お一3一2=

大
学
五
年
制
案

の
含
む
諸
問
題

…
…
(
一)
=
二

交掌
部
の
新制
三
回
牛な
ら「
だれ
で

も
おほ
え
て
い
るだ
ろ
う。
昨
年
四月
専

門
麹
樹に
入
る瞭
の
ガ.イ
タ
ンス
であ
る

破型
へ上
つ
た各
」
任教
授
は
異
口同
音

にど
の掌
科
に入
つ
て
も曇
独
仏
三力
国

園
に素
養
が
不可
欠
c、
・の
ハ
随
の⊥

に今
後
=
牢
閤径
腐
～る読
目吻
いド
》必

確で
あ
る
と力
騨
さ
れ
る。
つ
ま
り新
制

駐生
は
基
礎
歎養
か
譜麓
に
お
粗ま
κ
か

ら、
こ
れか
ら
薔
し
いそ
ζい
う窟
味
な

ので
へ
鶴物
の
カ
ビ
とな
る
特鞍
た
覧悟

をし
た
人
以外
貧
弱
な
(と
い
われ
る
)

襲

養
を士
猷口く
旧制
か
一一一年間
で
や

つて
ざ
た
こ
とを
ての
ま
＼
年間
に
圧

り

縮し
て
勉
強
ずる
の
だか
ら
「
負担
は
二

分
の甲r培
にな
る
と
いう
シ
ン
ドさ
を
感

じ
た
人
が
多か
うた
に違
い
な
い。

照
移
り
て約
}年
、
この
ほ
ど京
大
制

度研
竃

会
で
は
丁学
部
が
新制
大
掌

五年
制
(た
やし
旧
帝大
に
か
冒
るよ
う

であ
る
)
疑
ず拠
出
し、
今
国
醐に
桐
当

反饗
を
呼
ーぐ
い
る
。
」学
部
の意
見
と

しで
ょ
由
目
,,程

年C
は
「親
し
い
工

岡
創
埴
し
ー
」糎
創的
瓶砺力
を
もつ

㍉技
術
者
を葺
い
く
ざな
い」
の
tあ
り

「黄
の
専
門掌
校
卒
讐縛
匿
の中
間
峠メ面

嶺
し
沙
出
しえ
な
い」
の
で
あ
る。

そ
う
と
すれ
は
これ
は
濠
さに
嵐
大
問

題
で
あ
る。
賊
瑳
月足
ら矛
で
生
ま
れた

7ご供
の
よ
う
な

ハ
●
三
●
三
.
四
載
一甫
の

全
面
的
な
喬
完
〃
弼
ー、も
の
だ
か
ら
で
あ

㌔O
。

3
・

ハ
ニ
)
…
3
・

㌧
う

＼

こ
こ
ぐ
し

,
く
り
と
考
え
で

り
4
必
要
η
あ

・。
、
一91
ま
で
も
な
い
こ

ピ
た
か
、
忍

～ち
ゆゴ

一の
多
く
に
と
つ
て

よ
、
年
隈
い
一
年
長
-
、な
る
か
い
な
か
と

い
う

こ
r
ム
頃

r
制
翫
の
問
題
で
は
な

い
。
涙
刻

肱
{
.・蟹
肉
活
の
酌
闇
に
臓
面
す

る
危
椴
互
も
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
五
年

制
契
か
而
温
褥

金
や
授
鷲
判
、
ア
ル
バ
イ

ト
問
題

弔̀
行
し
ζ
と
り
あ
げ
ら
れ
な
91

囑
ム只

嶺
都
爽
掌
、八
文
写
ど
お
り

「
富
袷

者
り
k
莞

」
に
な
る
危
険
監
ひ
あ
る

:

(
三
)
・…

・

羅
肛

「一
ろ

の
京
大
」
と

い
う
窟
恥
を

よ
く
聞
く
。
な
に
も
大
学
当
弼
対
掌
生
と

いう
関
廉,.」
直獄
い
。と
く
に
理料
糸
に

顕
著
な瑚
象
ヱ
か
、軟
養
響
程を
ウ
け
も

つ分
校
ノ客
学
部
㊨脚
に
「分校
の
物
理

学
」
「学
部
り物
理
学
戻
た
は
「分
校
り

勲
学
」一吋
部
O哲
掌
」と
い
う風
に
研
売

獄
潤
の醐
で

つ
の大
学
か翼
「つ
に
わ

か
れで
い5
こ
ごぐ.dす
ので
あ
る
。

新
制火
学
'
徽割
り
に
ず
べき
か
、横

割
り
にず
べ
ぎ
ρ
ζい
う
読}踊は
.咋年

来
柳
け
、ハ
,
、る。
現
任
まで
は
一でれ

び
多・
、教
慢
り
身分
問
罰
に比
嚢
が
おか

れ
て
い㌃
。
謡

つド
し
て径
捜
欽
冒
α

ず
ぺ戸
傷
馳
卜
分属
ビず
れは
、
学
部人

嚇
櫨掌
裏

授ゑ
が
決
貯す
るの
だ
から

費
格虚
の
聞
昏
て分
鮫
教
官に
か
な
らず

ギ
セ
イ者
凌
韻す
、
だ
か
b現
状維
撫
が

や
むを
補
な
い
Cい
う
癒兇
が
掌
部へ
分

校陶
方
か
b出
さ
や
て
いた
。
せ
んじ
つ

羅
完全
な
威
案を
いそ
ぐζ
と
に
な
つた
。

大
山
敦
摸
(萎

)
談

窪
=

の
自沿
は
霜至
に
民
王
舶な
も
ので
な
け

れは
な
ら
ぬ
oそ
れ
も
自治
と
いう
名
が

つ
く以
よ
撃
生が
主
体的
に
創
りだ
し
た

も
ので
な
けれ
ば
な
ら
な
い●
峯
蔀
補

導委
員
浅
獄
撰は
そ
の
たて
塞
え
から
覆

κ
れ
楓
「ク
サ
イ
も
の
に
は
ふ
た
を
ず
る
」

こ
と

、声
る
o

…

(四
)
・…
・・

ザ
.か

コ

つ
の
東
大
」
的
現
象
は
こ
れ

a

、r
5
門
顎

㌧
な
い
。
九
や
ち
に
甲
問

の
転
負
」
国
凹
ゾ
る
悶
題
に
獄
つ
て
き
た

タ

リ
擬
r
ず
れ
は
こ
の
理
象
は
弦
養
、

山
、レ
O
両
椰
.穆
り
間
の
深
刻
み
キ
ヤ
ソ
プ

」t
'
-
せ

つ
わ
、
ヨ
年
間
の
ノ
ー
ト
を

ド
り

、
＼

冗
間
で
と

っ
さ
れ
る
負
押
と

△
%
に
乃

卉
∫
り
へ
・つ
ず
こ
〆
.に
減
倫
。

ご
ハ
.、決
し
て

「新
制
大
学
に
対
ず
ち
幻

献
」

・戦
べ
く

「

つ
の
虫
大
に
対
す
O

f
鼠
」

の
く
澄
る
。

八

五
)

・

丁
掌
部
五
牢
制
凝
は
決
し
て
唄
こ
な
し

に
咽
い
わ
げ
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
・↓

出
す
岨
に
ど
れ
だ
け
唄
頚
に
新
制
駅
大
の

現
実
を
分
軌
し
へ
麿狸
雁
な
デ
ー
々
を
舗
め

得
丸
オ
。
研
究
教
膚
の
間
か
ら
の
み
麗
れ

ば
孜
酵
≠
矩

ζ
も
綴
割
り
の
よ
い
こ
と
は

も
ち
7

ーで
あ
る
。
そ
の
上

.年
延
長
す

わ
ば
な
7.ほ
ど
臆
的
に
は
た
く
さ
凶
勉
強

が
ぐ
ざ
る
て
ご
払
ろ
う
。
し
か
し
今
の
制

度

〕
銭
4
じ
方
わ
、㍗
て
学
問
の
欣
果
げ
あ

甲㌧
り
警
力

,
r
⇒ト鵠
O
d
滋
つ
ず
を
京
大

か
ギ
つ

h"
.、
=
。
学
己
青
の
即
軸
ボ

'て

「珊
4
・
り
剛
曳
は
ブ
メ
ーー
カ
プ
ら

托
ー
つ
ー

ナ
ワ
一ギ
リ
'㌦
ブ
る
。
講
際
独

猷
鋳
獣
鍵
鉾
埜

織
潜
羅
髪
幾

デ

き
'
、
収
醜
一
占
弥
に
な
る
か
も
知
れ

な
、

)、
風
欠
ズ
で
い

「

つ
の
御
81
」

冷
鳳
し

け
よ
う
だ
し
で

い
る
の
で
は
な

い
ゴ
と
危
魍
す
る
の
で
あ
る
o

構
改
葦
を襯
導
会議
に
一任
す
るこ
と
な

く
よ
い
も
のに
す
るた
め
に
審議
会
に
欠

か
さ
ず
出席
し
て
い
る。

一本
の
機
構
で

補
導
会
議

r-一 一一甲一帰一1

,寂 大 分 校 ・LJ

に
修
正
案

分
藝

漏
会は
「甲
矢

補
運萎
と
響
雲
讃
に
分
け

る」
垂

に対
し
「二

本
麺
に
する
こ
とは
運
露
上

ふた
」び、
前
渤皿弼
のよ
う
な
欠点
を
生

む恐
れ
が
あ
る」
と
して
「全
学
「本
の

禰
導
穣
欝
にす
べ
きだ
」
と
の
修正
第
を

補嚢

顔
へ提
出
し
た。

難
行
す
る
痕
大
工
自

治
会

"新
制
中
学
扱
い
す
る
な
"
と
学
露

既
報髄
工掌
部
に
おい
て
■運
委
鱈
立会

対
して
掌
部
長は
こ
れを
拒
杏
し
て

の
も
と
に行
わ
れ
た新
自
治会
のた
め
の
い
る
。紳
塑
総備の
選
出は
繊
維
を除
い

進
繍
委働
遣
出
は懸
漏
の
公誕
問
魑
と
か
て
す
んだ
が
、遍
挙
の
際、
新
制
三回
に

ら
ん
で
㎜そ
う
紛
糾せ
る
事
懸に
た
ち
い
在
籍ず
る臨
鄭
田三
人
が除
外
さ
れた
融

た
,た●

輿
や
立合
いの
菓嘲
導
委
鋤
の
「現
目冶

す
な
わ
ち乗
公
認
の庸
輿
に
つい
て
「学
会
は
不縄
当
だ
」と
い
う
四
に対
し
て士

一貴
か全
然知
b
な
か
った
と
いう
こ
と、

木
歎
室
七の
他
に今
の
自
治会
で
よ
いで

自
治会
のこ
と
は名
学
部
長
にま
か
せて

は
な
いか
、
ま
るで
新
制
甲学
扱
だ
との

あ
ると
い
う
田代
輔導
部
長
の
霞
明が

蟹
が
起り
、
今後
の
擁
乱が
予
想
され
る

ら、
亀
井
部
畏
の盲
判
云
肉は
嵐
な
る口

亀
井工
学
部長
醸

天
畠
覇
件循輪

実
にす
ぎ
な
い
も
の」
と
した
現
自治
会
}導
会議
は
自
泪組
職
に
た
いし
て
熊度
を

は、
ク
ラ
ス
代
.衣
ピの
ボ躍
の酷
望、
新

決
めて
い
ず、
工噂蔀
とし
て
は
特殊
專

奮

蕾

縞
碧

璽
御
憂

図
るも

婁
考
毛
別
に
や
る
こと
餐

董

ので
か
る
と
鮎
揃し
へ
現
自翼

の
公認
曽網
刑～
相
歌
して
新
し
いも
の
を
作
る恥

要求
と
珊
〔沿
タ
反
剃
の感
度
嶺
明
⊃か
一に
した
の
で、
薦
働にお
し
た
の
は盲
判

}にし
た
か
、
自治
会
側
O㈲
会
申入
れ
に
一だ～
琶
つ
た
とい
う
のは
何
か
の間
違
だ

法
学
部
[〇
八
、
交学
部
七
7、
暫

学
部
八
Q
理
学
部
二六
、
工掌
部
一

=Q

■鱈引部
五
五、
敦
青
掌
部五
、

医
学
部
(薬
掌
科
のみ
)
一近
。

例
年
〆
切
間際
に
ど
っと
押
寄
せ
るも

のと
み
ら
れ
るか
ら
楽覗
は
許
され
な

いも
よ
う
o

借
金

高
も

統
計

同
好
金で
生
駈
の窯
体
碗
畳

経
済
学部
岡
妊会
で
は
、
折て
経
済
掌部

学
峯
を
測
凝
と
す
る
、
輿
体
讃
萱
を行

う
o
これ
は
窮
乏
せる
掌
生
活々
の
科学

的
分
析と
へ
あ
わ
せて
大
肇

対
策
頗
進
に
役
だ
て
よ
う
と
す
るも
の

で
、
前襲
=回
に
わた
っで
実施
し
拉
術

鮒
操
作
は青
山
秀
実軟
撰
が
これ
に
あた

る。
第
一回
は各
ク
ラ
ス
に出
席
の掌
生
全蔀

を
対
象
とし
裂
問
は主
と
し
て
生括
費
に

関
係
し
て収
入
・支
出に
わ
け
麗に
そ
れ

を
細
分
した
も
の
が
その
内
容で
あ
る
。

第
二回
は同
様
の
艘
間内
容
で
ラ
ンダ
ム

・サ
ン
プ
リ
ング
法
を用
い
、
名爾
よ
り

一定
の
間隙
を
お
いて
一足
人
数を
抽
出

し下
宿
まで
で
か
けて
くわ
し
く回
答
を

崩計
、
前
陵
r回
の
結果
を
だ
し標
髄
差

や
エン
ゲ
ル
・系
数
を算
出
ず
る
もの
。

寮
の
馨

差

熱
望

京
大
女孟
写生
の
生活
調
査
終る

京大
友
子
掌生
懇
罰
会
は
この
ほど
双
子

寮設
立
問
題
を甲
心
に
生活
冥
態
調奮
を

行
い、
は
じ
めて
女
子
学生
の
生
活
を具

体
飽に
分
析ず
る
契
機
とな
る
デ
ー
タを

網た
。
同
劃
猛に
よ
れは
[四
五名
の
全

掌生
史
凹
答者
七
四
名で
自
箔
通学
言
が

半歎
以
上
を占
め
、
下宿
生
(三
五名
)

は自
炊
、
食事
つ
3
が
多く
、
女
チ寮
設

立を
積
越
的に
希
日
して
い
る
。
その
理

由
と
し
て
「女
子
掌
生な
る
が
ゆ
えの
生

繕雄
」
を
多く
あ
げ
て
い
る
点
、
また
玄

人下
宿
に
いる
掌
生
は
同
屠
看
に勇
子
掌

生
の多
い
こと
を
拳げ
て
いる
点
、等
が

注目
さ
れ
る
o自
宅
通
掌
生
も
「私は
困

らな
い
が
優巡
の
人
の
た
め
に
」
と買
威

反対
讐
は
一名
で
ヨ〔的
籍

を守
る
た

め」
が
そ
の潮嶺由
で
あ
る
o

女子
掌
生
名彊
距限
朕に
つ
い
て
は寳
成
霜

四七
名
と
多敷
を
占
め、
上
級
生と
の
懇

親
を希
望
して
い
る
が
「ど
ち
らで
も
よ

い
」と
あ
まめ
乗
側
を見
せ
て
いな
い
も

の
も董
耳に
多
く
《十名
)
「あ
つて
も

なく
て
も
よ
いが
、
あ
れ
は
な
い
より
は

僅
利で
し
よ
う」
と
「
こ
の型
の
慧見
が

目
に
つき
、
全体
と
し
て
こ
の
穏
閥馳
に

無闘
心
組
の多
い
こ
と
が
う
か
が
え
るo

会
τ

鱗
し

◇
ス
キ

ー
購
習
会
京

大
ス
キ
ー
部
で
は
、

一
「月
三
日

(
日
)
マ

キ
ノ
ヌ
キ
ー
煽
一で
、

京
穴生
のた
め
に
ス
キ
ー
謬
習
会
を行

う
。会
費
四
百
曝

-

●竃
聯
修
大孕
が
ど
う
の

と
い
う記
冨
が
彫
っ

て
い
た
ので
、
康京

の
聯
修
大学
ひど
う

か
し
た
のか
と
思
っ

更
に
追
加
処
分
瑚.飾

既
報
皿新
聞
部
活
動停
止
と
「平
和
の
酬
い」
配
布に
か
ら
んで
八
名
の生
捷
が

処
分
貫れ
た
滋
賀鳳
八
旧
市
轟で
は
「十
八
日
さ
ら
に処
分
反対
同
盟
の胃
任
看

六
名
と㍉
さ
に
き
処分
さ
れた
八
名
中
の三
名
に
数孕
0
処
分が
発
表
され
ζ

て
説
んで
み
た
ら、
茜
校
と
短期
大
掌
を

一縮
にし
た
職
業教
丙
を
専
門と
ず
る
大

学
の
こと
だ
と
わか
った
▼
かよ
う
な
大

掌
を
いく
つ
侮
った
と
こ
ろ
で受
験
生
が

見
同
き
もし
な
い
のは
、
当
の交
部
省
の

オ
エラ
万が
百
も承
知
の
は
ず。
だ
か
ら

昨
年
の
よう
に
京
大法
掌
部
な
ど十
倍
を

超
え
る
空
前の
競華

と
な
る
▼今
年
も

例
年
高
萬

芙
掌
は
扇

に分
れ
て

猷
験
が行
わ
れ
る
o
}窮
の
猷験
が
三
月

三日
か
ら
賂ま
り
、
=期
の
願
醤の
〆
切

り
が圓
じ
三月
三
日
濠で
。
お
凍け
に
一

期校
の
誠
験結
果
の
発表
が
ほ
ん
の例
外

を除
い
て
三月
二十
四
日
、
と
こ
ろが
第

二朗
の
賦
験
はそ
の
前日
の
二
十
三日
か

ら嫡
ま
る
。
ζれ
で
は
一期
校
に
パス
し

て
もこ
の
パ
スを
知
らず
に
「
期
校
にも

受
験せ
ね
は
な争

、
濠
つた
く
謡
悪
「

い
入賦
だ
(=十
二
日
朝
〃潤
"
)と

い
う不
画
が
で
るの
も
無
理
が
な
い
▼さ

い
わ
い窟
天
は
二十
一日
に食
轟
発
表
が

行
わ
れる
か
ら歌沖常
に
翔
盟切な
わ
け
だo

と
い
,で4緬
足
して
も
ら
って
は
困
るo

国
喚
慾
鴨
理科
、
社
禽
外
国
囲と

い
う
入猷
科
目
は轟
校
で
商科
、
農
科な

ど
の
職
藁
コー
スを
と
ったも
の
に
全く

大
掌
へ
の遭
を
閉し
て
い
る。
わ
ず
か
に

へ

社
蚕
に闘
禦
が加
え
ら
汽
て
いる
が
、
こ

れ
だ
けで
は
入
試専
門
の
茸通
科
に
は太

刀
打
で
営な
い
▼大
学
の
先生
は
「新制

の
学
生
は
シ
ンが
な
い
。
旧
制
よ
り
劣

る
」
と
よく
も
ら
され
る
。輿
際
無
理
の

な
い
話
なの
だ
。
旧制
と
新
制の
入
猷
を

く
ら
べ
て見
給
え
。新
制
で
は闘
校
強
湾

に
の
っ
と
って
大
学ス
試
が決
め
ら
れ
るへ

の
で
な
く入
賦
科
目が
高
校
弦南
を
説
定

し
て
い
る。
た
と
えは
数
学
離析
2
で
微

ゆ

分
、
積
分
の応
用
がな
い
と
いえ
ぱ
も
う

画
校
で
は勉
強
しな
い▼
こ
ん
ど天
学
五

年
制
案
が京
大
工
掌部
か
ら
出さ
れ
た
。

趣
圏
は
よく
解
る
。し
か
し
教授
の
頭
に
,

あ
る
の
は古
い
旧劇
の夢
た
。現
在
の
京

大
制
匿
讐

員
会
を
作
る
前
に、
新
制

高
校
赦
嚢

萎
員
会
で
も
作
って
高
校

弦
育
を
理解
し
、
頭
の切
り
換え
を
し
て

賂
め
て
、新
制
大
学
の検
弔
ひ本
当
に
地

に
つ
い
た
もの
に
な
ると
思
う
のだ
が
。
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廃
止
は
時
間
の
問
題

⊃
⊃

は
夢
刑書

死
刑

を
蓮
に

ぐ
ぐ

撫
し
こ
め

て苫
し
め
る刑
罰
、
身体

の
一部
を
鍛損
す
6
刑罰

を
含め
て
の、
「連
の
中

世
的刑
罰
組織
の
最
後
の

環で
あ
る
。今
臼
の
自
由

刑
(こ
れ
は、
一五
慌
ハ

年
にア
ム
ス
}ル
タ
ム
に

碓
設ぜ
り
れ
た懲
冶
場
に

は
じ
ま
O)、また
は
財産

刑
(これ
は、
凸
代
の
順

罪
制匿
に
〆の胴
源
が
あ

る
よ
うに
見
え
るが
、
実

は
、謎
番
が
身体
を
も
つ

て
罪
を艘
う代
りに
、
竃

者は
金
銭
を
も
って
騨を
贈
う
と
いう
、

あ
る程
匿
の
資本
土
幽的
要
嘱
を禽
む
刑

罰で
あ
る
)
は、
死
刑
とは
何
の運
絡
も

な
け
れ
ば、
比鮫
す
べき
何
も
の
も
な

い
。死
刑
の
正当
覧
の読
明
に
役
Vっ
も

の
は、
厘
償
時代
の
友
1ーオ
の
形式
ぐ
老

え
られ
る
復
鰐
の思
想
疋け
σ
あ
る。

死刑
は
」
に
の
へた
ぴう
に
、合
代
の

刑罰
組
繊
に属
し
、
交化
の
現代
に
お

いて
葎
続
ず
る資
格
〃欠
く
o
これ
が

死刑
廃
止
踊
の唯
一の鴨
極
的
理由
σ

あ
る。

死刑
廃
止論
の
消
衝
的
理
由
とし
て

は、
(1
)
死刑
に
は威
嚇
力
力な
い

こと
、
(2)
死
刑
は
後
に
な
つて

回斑
す
る
余
地
び
全
くな
い
こ
～
、

(3
)
死
刑
は軽
諏
の
垂か
な
/、
犯

羅
に対
す
る刑
罰
の
均衡
と
いう
、
い

滝

川

 

し
た
人
が

一
人
で
も
あ
る
か
、
/
い
ろ
問

に
対
し
c
も
、
同
様
に
,
「
人
も
な
い
～

答
え
て
よ
い
。死
刑
驚
肱
繭
の
仙
鉾
小
「死

刑
反
対

鋪
看
は
、
文
化

こ
人
通
と
い
う
太

陽
の
光
の
も
と
に
軌

っ
て
い
る
が
、
死
刑

寳
砥
論
者
は
、
何
と
な
/、
中
世
の
暗
里
に

豚
方
を
し
て
い
る
よ
う
で
、
甚
だ
不
利
な

状
態
に
あ
る
」
と
告
白
し
λ
と
雪
に

(
ペ

ル
リ
ノ
大
学
教
授
で
あ
っ
た
ウ
イ
ル
ヘ
ル

A
・
カ
ー
ル
は
、

一
九

=

年̀
に
カ
イ
ノ

で
開
か
れ
た
ド
イ
ノ
法
曹
入
会
で
、
死
刑

一
存
置
論
を
上
張
し
た
と
さ
に
、

ギ
う
い
っ

た
)
議
舗
は
終
結
し
て
い
る
。

死
刑
瀦
止
論
は
、
十
九
世
紀
か
ろ

f

世
紀
に
か
け
て
坦

々
た
る
廻
を
進
川
ご

裏
た
が
、
薗
世
界
大
蚊
以
後
、
事
憤
か

少
し
く
変

っ
た
。
イ
タ
リ
ヤ
は
死
刑
廃

止
論
の
先
駆
書

(チ

ェ
ザ
レ
・
ベ
ン
カ

リ
ヤ
)
を
生
ん
だ
国
、」
あ
り
、
同
時
r

長
年
に
わ
た
り
死
刑
廃
11
国
ど
し
で
の

諺
り
を
担

っ
て
来
た
国
で
あ
る
が
、

一

九

6
年
の
刑
法
ご
ー

政
冶
犯
に
対

し
ご
な
↓
九

ハ
年
以
来
ー

死
刑
を

幸

辰

に
優
勢
な場
合
で
なけ
れ
は、
犯
人
の

同
他
は
困戴
e
あ
る。

国
獄の
醗制
力
が
犯人
な
同
化ず
っほ

と
強
く
な
い場
合
は、
犯
人
,国
尿乙
[

ら
旅
殿
す
る⊂
rが
捗声
れ
声
唯
の

導

あ
る・
死
刑
は
犯人
の
国
ゐ魁

殺
ご
あ
る
.

}

へ
く
ノ

は
死
刑
冷
毘
恩

⊃

憲

法

(
一
】
3

。
佃
汐

〃

く

く

は
公
務
員

堕
σ
7舜

虐

α

刑
罰
ゐ
伽杷
対
に
禁
L
デ
、
b

(

ハ
丁氷
)

いう
と
見

の謹

な端

は
叱塑

互

}
ぱ
、
ぞ
の
執
何
方
払
の
残
鷹

ぽ
も
の

る

[

う
、

～
解
ず
へ
き
ぐ
あ
る
。
最
鵡
裁
欄
所

も
あ
菱

嚢

る
・

】

刑
払
の
死
刑
は
絞
薗
に
d
.
'
σ
D
れ

る
(
刑
伝

条
)
絞
着

い
う
万
法

雛

難

縄

難

復活した・同し傾向は薯

上
醸

κ゚糞

躍
も㏄

25
嶢
、"影

ポ
は」
譲

雛

鞭

団覚

ド
イ

か
った
が、
廃
丘
舗が
存

国
家
が死
刑
を
是認
ず
わ
以」
蔓

死

く
⊂

鶉

喜
倒
し
、
ワイ
マ

刑
の執
行
は
や
むを
え
な
い・
い
わ
ゆ

ル
窪

のド
イ
ぎ
蜜

晩
、箆

せ

露
講

男
暴
あ
る
・
現任
の
繭

られ
6
気運
に
同
って
し
た
。
グス
タ
ノ

で
死
刑
の執
行
方法

⊂し
で認
め
っれ

.〒

ト
プル
.
が
司癸

篶
代
に
制

一
い
る
のは
、
薯
・
暫
・
電
蘂

定し
た
輔九
=
年
の刑
法
飽
冥は
死
刑

わ窒

鑑

嚢

舞

窪
睾

錘墾

癬難
畿
難
購

いこ
と
、
な
と
びあ
ず
りれ
⇔が
、
こ

れ
らの
消
画的
理
由
は、
死
刑力
現
代
　

交化
の
異
質
物ご
あ
る、
と
いう
穂門極

的理
由
の
傍証
らして
の
価
値
かあ
る

雛
繕

謹
崇

つ」

て
い
る
。

〃
騰
止
"

て
れ
が
死
刑
の
巡
、㎎ノ

で
あ
る
o
現
右
、
死
刑
は
諸
国
の
刑
紘
か

ら
〔翠

に
姿
を
哨
し
て
い
る
の
ぐ
は
な
い

が
、
そ
れ
は
、
死
刑
に
合
理
性
か
あ
○
か

一F

ら
e
は
な
ー
㍉

現
代
の
社
会
状
懲
か
、
過

去
の
野
蛮
奔
根
絶
ず

O
は
と
匙
ん
こ
い
な

い
か
h
ぐ
あ

O
。

⊃

㌦
ノ

死
削
の
駈
然
性
を
理
宙
づ

そ

の

け
峯

間
的
蝿

プ
か

つ

r
>
し

で
も
あ
b
か
、

し
問
う
人

あ
れ
ば
噂
つ
も
な
い
、
沈
答
え
へ
ず

愛
な

「

が
塊

刑
憲
か
ら
・死刑
蔑

に
亀

法
」
第

○

「
条
は
、
死
刑
ぞ
廃
止
」
て

い
る
。)
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
・
イ
タ
u
ヤ
、

ナ
チ
ス
●
ド
イ
ノ
が
、
文
化
の
歯
甫
を
逆

転
さ
せ
て
死
刑
を
腹
活
衷
た
は
拡
大
化
し

た
、
そ
の
理
由
は
、
国
泳
の
統
制
力
の
弱

体
化
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

昔
の
国
尿
は
、
そ
の
基
礎
力

國/
・、
法

の
破
壊
者
を
再
び
国
尿
の
構
跨

に
同

化
す
る
こ
と
が
ご
き
な

ρ
っ
た
。
犯
人

は
株
厚
の
醗
で
あ
る
が
、

「
究
、
敵
を

征
服
し
て
味
方
に
引
入
れ

O
に
は
、
味

方
の
力
が
敵
の
力
に
/、ら

＼
て
優
勢
e

あ
ろ
こ

こ
冷
必
笈
～
す
る
。
戦
争
ぐ
、

勝
壱

ひ
敗
誉

△
り
樋
勢
な

ピ
ざ
に
、
は

じ
め
ご
、
殺
ナ
代
り
に
絹
虜
に
3
5

」

ζが
ぐ
き
る
。
こ
の
こ

は
、
国
窯
」

犯
人
～
の
閣
係
に
つ
い
て
も
同
督
C
あ

【
て
、
国
枇
が
犯
人
に
対
し
で
圧
倒
的

も
り
る
慧
味
ず
る
の
σ
は
な

い
。
残
魑
な

刑罰
・い
う
の。
、
死
洲r
.
い憂

}
ガ
ス
殺
、
銃
嘆

あ
7,
0
、
惣
自
が
他

の
も
の
・
り
も
特
に
残
哩

あ
る

」
は

考
え
ρ
わ
ち

。

の
知

(
な

間

行

与
え
な

が
、
知

6
い
間
に
殺
ず

」

駿

雛

磯

人襯を一

ガ
ス殺
は
被
処
瑚適

は、
依
/

阜
、
恐
略在
一廃
f
湘・
賢
タ

ス

死
朋

ノ
方
々

捕
議
ゲ
も
の
ほ
、
閤
題

の
根
転
ろ

,

r
、
な
、
。
根
取
門
題

々
刑
存
騨

網
ぐ
あ
り
、

丸

く

ず
F
薪

時
間
の
問
鴨

,
,

ハぢ

(
京
大
法
学
部
教
樽
U

"抵
抗

"
へ
動
く
労
組

粕
織
維
持
と
調
整
が
先
決
問
題

「民
同
」
～
よ
は
れ
る
現
在
の
労
働
組
合

幹
部
の
中
に
は
、
一
昨
年
の
レ
タ
ド

・
パ

:
W
の
時
、
資
本
家
な
ら
び
に
自
由
覧
政

府
に
蟹
極
的
に
協
力
し
た
人
達
が
い
る
」

～
は
周
知
の
融
実
だ
が
、
組
合
幹
部
ご
あ

り
な
が
ら
何
も
し
な
か

う
た

ーい
う
消
極

的
な
意
味
で
は
、
・で
の
ほ
～
ゐ
ど
が

パ
ー

ジ
に
協
力
し
た
人
肉
で

め
つ
r
も
」
Σ
う

る
ム
う
だ
。

こ
れ
b
の
人
達
力
、
組
く
内
か

⊃共
薩
勢

力
か
追
放
漆
れ
た
後
、
自
分
産
の
r
で
何

力
行
つ
か
、

r
の
う
こ
～
に
な
る
r
同

一

の
-
ー
ス
・
染
と

って
は
い
な
い
。
あ
る

者
は

「
共
雇
覚
の
第
五
列
」

化
い
う
仮
説

一敵
を
設
ぜ
ρ
⊂

」
に
よ
り
目
己
の
闘
争

一
蒐

ギ
ー
諏

や
k

他
岩

は
・
含

松

本

得

三

の
憎
勢ご
は
0▼
㌧ぴ
「久産
覚
と
の
【

つ
の
戦線
」
を
も容
認
し
、
子し
て
そ
の

他
の
者は
老
装
Lご
行
った。

国
鉄労
組
の
民回
右
派
を
甲
心と
ず
る

新
産
民同
ゐ
」
ぴ新
総
同
閣は
筋
一群
に

属
し
、総
P
乙
派
〃ル
ー
プは
第
=
騨
に

属
し
、第
一群
に属
ナ
る
人達
は
各
単産

に
融
仕
ーて

ら
い
F部
組
合
菌
の民
同
幹部
出
判
が表

面
化
しr
し
る
オ、
こ
れ
ら拙
判
の
対象

と
な
って
、る
の
は
L
くし'
こ
の
第
三

群
の
人寧
＼

兄民
同
左派
ご呼
はれ

る
人
産も
多
い。

国
内外
の
情
蘭
の影
響
苔割
合
微
櫨
に

う
け
なが
ら
へ
いわ
ゆ
る
民回
の
沈
滞
か

ら
脱
皮し
6う
」
ス
陣
籍
の甲
に
あ
る

ノ
な
〃
協
フ
"
の
序
に
、
第

〃
抵
仇
"
の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
大
衆
の
自

儒
在
っ
為
こ

ノ
」
い
う
の
で
あ
る
o
こ
の

よ
う
彫

,
の
頭
石
も
ち
な
が
ら
馬
労
組

は
鐸
歩
賃
ヨ
.
幾
状
、
弾
圧
立
法
反
対
、

}耀
鰐
畿
鞭

「

ー
〆

小
.

ノ

、
わ
れ
る
。
朝
鮮

聲
の、謙

鋸
鐵
瞳

鷺
C開舗獅襲
鞭

難
避

以
後

あ

ρ
ノ
い
う
情
勢
が
闘
い
易

・し

セ
他
の
ノ
閃
C
あ

っ
、
・
の
う
♂
と
に
関

[

哩
し

の
算
方
か
あ
る
9

つ
は
讃

剛
醐
印
ひ
つ

今

ご

ろ
こ
」、

喫
春
に

よ
萬
日
累
向
外
整

刀
♂
ミ

～

い
う
こ
」

般
絹
へ・単

げ
何
/
こ
な

解
放
感
五

で 吻 曳 紹 躍
あ 一 甚r場5ξ
)弾 ⊃

、

_t
肋'月 群

 

る
。
β
年
の
杁
弔
圃
争
い
一
の
闘
向

は

「大
荷
は
内
」
～
い
,
の
ぐ
あ
る
。

こ
の
目
の
厄
冶
し
に
は
身
に
つ
r
た

八
る
道
に
ず
かし
、
わ
る
い
姫
る
売
り
に

出
る
。
こ
の
夜
、
門
の
戸
蒼
ト
ノ
、
ノ

暴
畝
翻
麟
蔀
塑

ノた
～
や
ら
れ
る
。
多
れ
e
㍗
ノ
ト
ノ

&
か
ず
れ
ば

「此
万
に
も
あ
5
そ
」
`

先
廻
り
に
出
わ
は
、
効
は
な
い
の
か
て

汽
ご
あ
る
。

京

の
町
の
厄
払

旨
は
口
筋
ゆ
ゆ
か
な

も
の
ぐ
、
菖
は
学
q

ぐ
川
も
.
ノ
ハ
イ

、r
、
厄
払

」
に
廿
宇
も
の

」
あ
る
。

O

来

は
初
代

'
闘
f

ゐ
衛
門
か
節
分
の

日
、
鶴
る
科
理
ー
,
杖
入
ら
醇
し
六
吉

例
に
よ

,
'
附
年
、
観
.
節
分
に
料
理

し
ご
白
の
凋
ろ

翫

の
蝦
主
ん
へ
与
え

た
～
こ
(
、
入
気
ー
励
の
露
瀕
を
兇
た

さ
と
羽
ソ
帯
い

r
、
濃
近
か
ち
娘

が
陸

続

」f

お繭
門
の

承
/
諸
め
か

け
、
門
前
南
を
ノ
ず
盛
況
ナ
。
鯉
さ
ん

阻讐
¢
ノ
の
中
ウ
ま
こ
の
甲
胃
通
り
ぬ
け

る
の
に
忙
力
し
く
、
お

u岨
ず
ぎ
ん
ご

顔
皆
包
む
人
も
あ
り
、
塚
裳
ず
5
人
も

あ
り
、
ぱ
戸
ま
四
ー
i
上
づ
扮
ず
O
お

転
婆
も
あ

て
、
あ
化
f
か
超

凱
の

カ
と

い
,
カ
、

、-
々
肩
唾
の
補
ご
あ

る
。
わ
た

1
1の

静
残
ぐ
は
、
叶
日
大

阪
で
は
誠
孫
ー
回
,日

男
女

ノ
ヘ
ッ
ク

ご
讃
ぐ

,
賎

る
H
ノ

あ
り
、
娘
芝
ん

寄
つ
れ

時

、自

ノ

ぬ
ナ
つ
丸
勧
の

還
看
謝
二
し

臼

」ソ

「、
娘

の
丸
言勤
婁
ハ
戯

の

レ
鎚
も
負
げ

ぬ

刈
る
出
し
r
、
V
6

ド
自
、
唱
分
合

出
4
、
と
着
づ

り
ノ
し
た
か
偽
`
あ

ろ

ワ
ー」
思
わ
ハ
D
の

あ
る
。

今
ま
騰
れ
日
繕
r

わ

の
屓
を
さ

L
'
円
じ
、O
す
こ
レ法

、
豚
の

」げ
に

鬼
を
恐
れし
め
.,巽
、は
な
喰

は

厳
欠
瞥

僧
ず

λ
県昭

齢
の
木
な
の
で

こ
れ
冴
あ
め
.
り
V
窃
、
迎
ん
ん

ζ
ず

る
の

」
、
い
わ
し

あ
山

よ
名
占

しい

う
魚
⊆
あ
り
、
名

一
気
～
"
魚

GR
は

れ
、
名
鈴
目
"
の
名
の
d

c敵
起
と
L

ん
だ
の
ご
あ
る
。

節
分
の
風
恰
な
く
囚
医

々
で
あ
る
が

い
ま
は
冒
、阪
の
↑
摺
/
点
冠
14て
、
こ

の
私
を
整
ろ
。(京

都
女
子
大
教
授
)

炉

の

、
摩

あ
る
。

厨

画

嫁

品

セ

り

、、
六
紐

ど
ー
一
自

4

目
信
メ
失
わ
ぜ
な

r

わ
れ
6
ひ
、
第群

の
人
は 琶

農
講

姦

は
・相
講

凍
三
い

♪
え
畢
。

'
の
甲

コ争
黍
L
冠
8
'る
占
領

臣
の
η
も

'れ
た
r
軽
/
慧
識
6
れ
夢

ご

し

》
方
。
他

ム
揮

つ
い
の
講
和
舗
痢

な
、
労
超
函
の
帆
抗
意
識

乞
強
め
o
r
あ

一
づ
カ
,
7
魂
禦
む
あ

.π
。
秋
李
闘
壌
の

酊
凝

、
捷
Ψ

i

ノ解
放
憾

こ
い
'
∂

り
よ
、
か
.、
り
嬉
識
秘
O

ネ
た
紙
抗
力
び

}
あ

ナ

宏

開
有

,
の

♪
の
開
力
の
椙
異
は
、
祥
外
賀

上
」
喫
～
以
r
の
闘
魂
ノ

ロ
ク
ァ
ム
ー
耐

ノ

ψ
油
り
闘

ポ
ノ
つ

げ価
に
か
な
り
の

鰹

=

3
ご

ー

、

。
優
嶺
か
ら

ナ

一
る
メ
グ
ら
れ
の
か
、
闘凹者
の
見
幽ヵ
か
ら
工9

れ
は
、
な
お
多
く
の
暗
い
谷
間
か
予
想
ぜ

,、
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冒
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●

1
-

7
×
17
カ
の
対

ノ
政
策
は

「封
し
込
め
」
政
第
、
ま
た
の
名
を

「

●◎

㎜
欧

}
金
し
ば
り
」
政
衡

G
呼
ぽ
れ
る
ご

・く
、
ソ
鍔

力
圏
と
の
馨

邪
に

亘

駝
轡
雛

初雛

静
噂
励は襲

●゚

-,

あ
で
ょ
、
湧
麗

か
ら器

繕
簿

され
羅

集、
輩

生

可
胸
献
モ膚
η
強行
炉【れ
憐慶
に
過
渕な
通
貨
ブけ
か
妙
る
とい
う
典型
日9
な
軍
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算
イ
ノ
,

の
率
柳
キ
次
踊
に
顕
著

に
ー
,
茸
r

、
る
。
助
杁
以
末
、
英

・
仏
蚊
隔
子㍉
金
刃
引
編
政
第
に
転
ーし

ゆ
の
も
へ
こ

ノ
し
ア
イ

/
ノ
レ
に
耐

処
せ
ん
～
♂
5
も
の
ぐ
あ
っ
た
。

西
厭
の
再
17
隔
な

融

つれ
、
こ
の媚
台
には
〃協力
"
の
幹
部

連
の
人
り
込む
若
干
の余
地
が残
さ
れ
て

いる
こ
ごにな
る
。今
後
の
労組
の
闘
争

は
、
耳
和闘
争
と
賃金
闘
争
とが
相
互
に

他
を
誘
発し
あ
,て高
め
ら
れ
るべ
きで

あ
o魯
罎済
の
底
の浅
い
日
本
にお
い
て

は、
特
に平
和
闘
争
をぬ
き
にし
て
は
騒

済
農
求
てのも
の
を効
果
あ
らし
め
る
こ

Gは
出
天な
い
か
らで
あ
⇔。

鐸
雫
闘弟
の
プ
ロ
グ
7〈
'ーて
総
評

内
ダ
の
労組
に
共
通し
て
い
る点
ぱ
群
済

闘
争
の
出点
を
中
小企
簗
に
あ
ー点
、
お

σぴ
賃
金闘
争、
弾圧
法
反
対闘
争
な
と

ず
ぺ
て
の闘
争
を
再
距備醍
対
に簾
約
す

る点
で
あ
る。
甲
小企
蘂
が
多
く大
企
藁
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劃

期

的

な

記

録

盲

楽

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ア
ー
チ
ス
ト

}
九
四

五

年

度

作

晶

こ
れ
は

[
八
九
「
毎
、
ワ
ル
タ
ー
・
ダ

節
分
と
い
つ
の
よ
V
昏
の
朗
日
に
あ

た
6
H
老
、
つ
の
ご
険
贋
ご
は
ト

月

の

に
来
た
。
正
月
の
刀
11
杏
初
α
雇

ど
い
ー
て
祝
っ
た
時
代
に
獣
、
働
分
～

兀
日
♂
か
ヨ
り
接
近
し
ご
㌧
も
の
e

M

呑

魂

n
」

曳

、
り
な
か

甲
o
旧

し
珊
ヰ
〃
理
条

な

父

卓
の
厄
ノ
さ

ら
り
～
淀
い
些
し
'
、
め
ぐ

珊

登

辺
て
た
い
と
い
り
の
は
人
†
の
乱

・

あ
ろ
か
h
、
甲
菖
に
な
宮
中
こ
も
f

コ
の
ロ
　

月
晦
日

〔計
H
)
に
鬼
や
ら
い
冴
何
2

て
、
人
観
r
納
'
与

孔
5
盟
へ

τ1
し
、

研

昏
の
山
f
ノ
袖
、
の
t

ブ
。

'距

」の
窄
」
5
も
の
＼
正
佑
ま
甲

国
の
伝
学
i
の

ハ物
飼
単
代
の
恥

一
ナ

ご
、
ζ
の
崩
}

」
か
祝
し
,
冠

ピ
取
り

人
の
争
内

へ
し
〃
入
し
r
∬
ぐ
栃
イ
、

禍
〃
あ
や
つ
る
L
い
ろ
の
か
、
凸
亭
の

迷
"
、」
あ
っ
た
。
宮
中
σ
は
こ
の
鬼
の

も
つ
～
も
恐
れ
る
霜

比
を
扮
し
、
矛

と
楯
を
も
た
ぜ
て
無
形
の
鬼
を
追
い
、

公
㎜
は
逃

円
で
蘇
矢
を
射
た
も
の
e
あ

る
。
こ
の
儲
式
が
室
町
時
代
に
だ
ん
だ

ん
と
嚢
え
た
頃
に
は
節
分
の
且
哀
き
が

登
湯
し
て
来
た
o
時
は
応
丞
軍
聞
、
三

代
義
画
驚
釦
の
頃
で
あ

った
●

㌔
～

こ
の
寝
よ
漕
の
風
伯

あ

れ
も
中
国

む
　
　
む

e
鬼
や
ら
い
に
口
堆
ぬ
穀
め

而
石
、
投

げ
つ
ノ

G
こ
と
か
、
弱

々
と
臆
略
さ
れ
て
、
五

穀
の
甲
c
も
島
㌦
ナ
が

残
,
t
も
の
ご
、
明
代

に
は
婚
礼
の
時
に
も
臓

除
げ
に

兄
を
あ
ア
り
へ

投
.
つ
け
た
も
の
だ

っ

ア
。
こ
れ
か
〆
町
初
期

に
B
本

へ
翰
入

↓
れ
て

節
分
の
旦
宝
き

」な
り

V

U
・
迎

ん
」肛
険

」

し
た
の
e
あ
る
。
ヲ
ま

き
実
呂
印
ぐ
も
勾
当
内

博
η
各
軍
に
衣
く
が
、

∬
11
瀞
府
σ
は
年
男

」

い
う
ど
川
か
箕
の
ロ
に

54
在
入
れ
ん

「
指
ず
」

を
入
れ
て

〃
福
は
内
"

と
、
一
度

〃
鬼
は
外
"

と

匿
上
壇
の
間
ご
叫

ぷ
。
同
じ
大
名
で
も
九

魁
比
は
名
か
鬼
で
あ
る

・≡・鶴 まで喰つ た節分 ヨ

一
夜
に
皿
円
位
ま
も
つ

か

コ
た
と

い
う
。
厄
払

、
の
冶

「や
ア
う
め
ζ

聾
や

、
慶

い
こ

、
㌧

払
お
な
り

」
～

ノ

カ
つ
め

し

い

魁
ヒ

け
ぱ
、
服
β
r
肩
」
る

労
力

あ
る
。

こ
の
剛
夜
、
吉
出
神

つ
ラ
　
　

利
の
魁
イ

、
ヤ
、
実

は
第
召
ノ
M
時
の
高

引

に
頼
艇
月
ご
名
套

)た

の
ζ
、
乙
調
初
f
畝
こ

の

H
の
層
に

年
の

お
饗
鋲
'
戸
し
め
'
し

ま
つ
と
い
つ
く
ら
㌧
ず

ぱ

っ
し
し
謬

韻
自
」あ

る
。節

分
の
お
化
け
`
い

う
と
+

、
一
の
女
児

が
丸
極
六
、
七
唾
の
老

潔
か
文
金
凸
協
田
と
変

ム
ロ
ッ
ソ
ェ
の
掬
甜
、
チ
ャ
イ

ユ
ノ
ス
魂

ー
の
客
樋
に
よ
,
て
撰
々
し
く
開
堀
し
て

い
b
い
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
叢

'
の

雛
駆
門
と

い
わ
れ
、
踊
「
次
大
鵬
削
後
の

ウ
イ

/叢

の
衰
亡
に
よ
っ
て
、
今
日
世

騨

流
の
背
禁
寮
の
演
奏
受
儲
と
し
!
名

一高
い
カ
ー
笑
ギ
ー
・
ホ
ー
ル
に
、
膿

機

を
ず
λ
ご
記
録
し
柔
副
企
鮒
な
音
潜
映
幽

で
あ
る
。
若
く
し
で
夫
を
失
っ
た
ア
イ

〆

ン
ド
の
女
性
の
母
性
愛
を
描
く
ス
ト
ー
リ

イ
が
こ
の
映
画
の
劇
的
要
素
ζ
し
て
、
各

演
奏
の
狂
言
廻
し
凌
つ
と
め
て
い
る
が
、

そ
の
物
舗
晒
な
場
面
は
、
此
の
映
画
に
あ

旨
騨
○

昌留
●

一=層
,
て
は
も

.
～
ち
陣
腐
㌦
」
も
の
ご
あ
っ

で
、
記
糧
的
一
お

め

つれ
九
各
議
似
騒

面
は
、
理
在
世
猟
レ
冷
の
栄
光
の
ノ
ノ
ホ

ル
ご
¢
、
う

か

ノ
♪
の
騨
。
左
k
、

出
演
順
に
、

川
、
霞

r

の
11
日
を

噌た

務

あつ一 アベ ック詣 リは

馬

髄
江「

の
で
〃
福
は
内
、
鬼
ば
内
、
悪
臓
は
去

装
ず
6
」
へ
σ
、
こ
の
ー1
は
日
太
新
か

れ
"
と
い
う
そ
う
で
、
大
阪
の
荷
問
麗

時
な
ら
ず
、
は
ん

り
ん
づ
,
。
こ
の
由

の
下
請機
関
こな
って
い
る現
状
ぐ
は、

そ
し
てさ
5に
甲
小企
藁
が多
く
身
分制

を
残
して
いる
現
状ぐ
は
、中
小
企
藁労

紹
の
闘争
は
大
企
聾労
組
の協
力
な
し
に

は
行
われ
え
な
い
。し
か
し大
企
奨
の経

営
自
体が
頭
打
ち
の状
樋で
ある
現
在、

「企
黎組
合
」
の色
彩
の
濃
いわ
か
国
の

茨
箋
労
崇

、中
小
企
勇
繹

どれ

だ
け
の
力
を惜
す
こと
が
出来
る
か
。

「企藁
別
組
合
」か
ら
「産
簗
別
組合
」

への
正し
い
前進
は
こ
の闘
争
を
通
して

の
み
あり
褐
る
とし
て
も労
組
に
ど
って

は
かな
り
困
肇
な遵
の
よう
だ
・

一力危
覆
に
立
つ甲
小
企藁
の
経営
に

対
し
て強
力
な
経済
要
求
を理
得
す
るた

め
に
は、
安
足
し左
平
和産
藁
への再
編

の
襲
うち
を
必
華
ζす
る
。再
圃
瑚反
対

ー
平
和斗
争
が
こ
の面
か
らも
必
要
rさ

れ
る
ゆえ
ん
で
あ
る。
し
かし
六
月
に予

}定
ゼ
ら
れ
る
藝

大
会

乞前
に
、
両
派
社

会
党
の
労
組
に
対
す
る
働
冒
か
け
は
当
然

藩
発
化
す
る
こ
と
か
予
想
ぜ
ら
れ
る
。
と
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典
型
的
軍
需
イ
ン
フ
レ

ソ
の
自
解
待
つ
米
の
「金
し
ば
り
」策

几
五
四
年
衷
で
に
完
了
ず
る
こ
ど
を
目
途
と
し
ご
進

め
ら
わ
ご

の
6
も
の

」み
り
れ
る
が
、
元
来

「
封
じ
込
め
」
政
策
自
体
に
時
間
的

な
期
限
が
な
く
、
立
案
嵩
の
ケ
ナ

!
氏
も
こ
う
し
た
政
第
を
行
っ
て
ゆ
け
ば
、
ン

連
は
内
包
ず
5
矛
楠
が
醸
成
し
て
目
解
す
る
と
い
う
見
解
を
と

て
い

」
に
ず
ぎ

な

、
。
と
♂
れ
ま
、

「封
し
込
め
」
政
策
ご
現
在
の
国
際
偽
勢
に
適
用
す
れ
は
、

再
可
備
エ

ノ連
の
自
解
ま
ず
研
く
～
い
ろ
極
め
て
気
の
長
い
語
」

ご
ね
∂
わ
け
C
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鴨
鰭
・西
戎著
-
三
好

一訳

白
樺

天
皇

行
状

記

㌧
,
紙

解
放
戦
の
苦
斗
描
く

し
,

戎
は
ζ
≠

仏人
た
ろ
(
o
わ
た
し
は
窺
聞

に
L
r
何

83
用

っな
い
。
し
か
し
、

一九

四
几
勾

2

開
'
ま
ス

叩
国
交

9
コ

伯
薪
ハ
議

【
の
周
揚
の
報
籍
r
は
、
銃

日
-
甲
解
祓
h

猿

し
9
哲
泳

r
l
'

げ
の
11

楚
臥
姫
伝
」
と

し
も
r
ず
」

-
納

r♪
一
報
名
書
ね
'
い
ろ
。
解
壇

区
つ
f

4
'

ご
あ

G
、
一

こ
の
画
」
寂

、ダ

」

b
セ
自

氏
器

蒼

,
'
厨

、
闘

、
中
『
人
民
の
彰
婦

ノ
t

11

'

㌧
汗
ア

、r
ち
乙

な

%所

＼
ノ

ウ
界
は
、

曲
右

部
、

埼
の

わ
Φ

胃
桜
角
放
r
の
、

駆

ヲ

し
、

村
て
の
、
農
民
入
燭

げ
い

ろ
軌
日
入
h
r斗
嗣
の
穿
帽
で
あ
ろ
。
ご
れ

は
多
分
、
f
弓
目
ソ
の
紬
瞼

又
、
鷹

の

身
辺
r
漏
こ

、

実

曲
た
ど
穫

力
、
民

兵
と
読
.

、農

り
垢
女
を
甲

兆
r
、
A「

村
民

)

ぱ
斗
わ
れ

⊃
C
の
為
難
9
斗

濁
に
に
、

'

画
り
犀

U
あ
り
ど
険
あ
り

加

扁

叢

礎
斯灘

劃

墜

ま
翫
魏
獣
記畷
齢

檜11
声
才
るー
の
作看
馬
炊
西

賀

取

二

ご
、
物
諸

6
茂
り
ん
rノ

寸
や
ざ
わ
め
、
説

む
も
の
を
t
で
蕎
を
お
も
あ
た
わ
し
め
な

い
。
い
吏
中
国
で
は
数
-
力
部
を
充
り
つ

く
し
、
劇
r
、
映
画
に
、
大
衆
r
動
愛
d

れ
,

㍉
る

`
し
り
か
、
4
、
σ
あ
ろ
う

く

思
'
一。

マ

再

m
ど
し

子
れ
は
、
こ
の

見
人
衆
に

」
ぴ
た
よ

う
な
、
興
味
中

尼
に
か
」
れ
亥

ム
う
な
作

晶
の
甲
ご
も
、
傑
蚕
は
ち

ゃ
ん

間̀
題
の

取
質
を
つ
か
(
あ
げ
、
そ
れ
を
作
の

ア
ー

マ

しし
ぐ
前
面
に
お
L
た
し
て
い
る
と
い

う
点
ぐ
あ
る
。
閤
題
O
本
蜜
と
は
何
か
。

甲
国
人
民
の
抗
目
闘
争
は
、
あ
れ
や
こ
れ

や
の
渋
弟

般

、
は
な
/
、
中
国
ム
民
の

「賑
繍
岬陪墜
瑠
購

}な
、
全
担
界
聖
的
な
・
プ
ロ
レ
タ

ー7
ア
ー

ト
の
階
級
闘
争
び
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と

渉
tの
・
m蚤

干
の曹

つれ
る
べ
π
,虹い
な
いの
.あ
る。

曼
笏
.、も
ち
ろ
マ
あ
る
。薯

は
あ
点
虞
決し
,」見
落

}高

蒙

る。
聖

嚢

述
の形
竺

に
ず
わ

山
、.、回体
形
式
t
水
註

璽

の
用
い'
い義

形
〒

㌔

も

'
準

」ん

曳

♪
れ
か
人
罪
化

一

一の
嘗

=

寿

二

亘

・ス
、
田
国
L
も
閤
鴇
に
k
.
'
9

こ

上

一歎
燃
都

嶺
縫
=

}
わ
れ
の
洲

ー
喝
ー

臥

肉
ザ
《

　
γ

づ

払
勤
の
か
」
」

＼剣
t
r
い

鴨。

(
も

」"
、
藪
β
の
1
耐

醐
ム泊

蝦
こ

　

り
'
蛇

測
ヂ

エ

"

ー

・藷

い

一

力
)
咲
ア
、
伊
m
入
物
の
ー
格

ーゲ
r
r

}

薯

籠
舘

確
し踊=

ノ

し
、

〆
れ
ご
℃
か
、
わ
っ
♂
、
わ
れ
わ
れ

は
久
り
〔
く
こ
り
小
説
r
高
い
価
億

ノ
謂

一

〇
9
に
い

つれ
な
い
。

確
済
棊
は
、

一
九
四
〇
犀
に
、

匿
八

路
F
に

d

一
解
放
さ
れ
た
村
で
あ
る
。

の
肩
か
残
繁

医

輿
ひ
日
本
軍

自

然

科

学

読

本

(
長
谷
川
、
積
L
、
r
私
編
)

風
大

理
君
熟
≠
部
の
代
云
旧
教
授
の
共
禰

r
な
る
こ
の
峯
よ
、
臼
然
界
の
物
質

現
象
r
ー
で
の
屍
方
を
装
括
し
た
も

の
く
あ

O
。
対
象
る
ー
～
し
で
新
制

大
≠
教
養
試
桿
の
声
ー
i
為
し
て
い

っ
乙
、

。稜
↓
ど
、
え
～
も
こ
れ
く

r
い
の
も
の
(
読

外
こ
な
せ
な
く
て

は
な
h
な
い
。
と
く
に
節
四
準

ユ
ス

π
↓
1
ご
物
理
規
象
、
第
五
口
原
子

の
1
界

(
四
事
典
綱
溝
教
授
蛤
)
な

ど
綜
・
夢
験
勉
強
に
さ
り
に
プ

ソ
ス

ず
る

「も
の
の
見
方
」
を
教
え
る
で

あ
ハ
ろ
。
何

ムり
も
こ
の
山
が
現
代

蹴
」
)
〃
レ
f
ー
ル
・
18
ズ
ナ
f
ル
ス

キ
イ

(
ぴ
ノ
●
サ
ー
ノ
ス

、
局
}
)

ワ
ル
々
1
・
女
ノ
ロ
ソ

」
(老
由
り

た

ダ
油

縄は
な
い
)
ド
几
卜
η
ー
ル

・

ル
ヒ

ノ
ン
ユ
々
イ
ノ

(
/
評
ハ
ノ

「ボ

ロ
ス
ー
ズ
堕
イ
長
調
」

ノ
マ
ー3
ノ

、火

祭
O
踊
」
)
11
ー
ン
イ
●
ヲ
τ
f
ー
ツ

ノ
ス

(
サ
ノ
・
号
i
ノ
フ

ーサ
ヘ
ノ

ノ

～
デ
ー
.
の
肩
が
御
由
r
習
か
掲
は
開

/
、」
ビ
ゼ
i

ーカ

ン
×
ノ
の
セ
㍉
デ
ゴ

U
〆
」
)
/
1
ー
ノ
ー
ル

●
ロ
、

!
ス

斗
イ

(
ヘ
ー
ト
ー
ツ
ェ
ノ

第
五
ノ種

曲
嚇
四

争
薯

)

ヤ
ノ
・
ド
ノ
ー
ス

(
「
オ
●
ノ
レ
・
、
4
」)

ッ
ず
6

・

ゼ
ノ
ザ

(「

モ
ノ
・
才
ソ
カ

∠
ー

」

「
ド
〆
O
ジ
ヨ
ウ
ア
ノ
一
つ
酉

り

」)

ヤ
ジ

ン
ヤ
・
ハ
イ
ノ
エ
ッ
ノ

く
ノ
U
ッ

ン
・
7
イ
♪
ー
指
朔
に
玉
筍
.7
ヤ
イ

z

ノ
ス

洪
ー
の

「ソ
ァ
イ
4
η
ノ
協

瀕
曲

第

「
楽
。
」
レ
オ
ー
ル
ド
.ス
ト
ー
ノ
ス

●

一=
■
●

一冨

●

2
=
●

止
晒
1

す
れ
ば
平
和
運
動
の
推
進
弄
、
贈
縄
O
組

織
維
持
～
ど
う
漏
整
♂

」
か
が
労
組
の
衷

♂
喧
面
す
る
閤
題

r
な
5
。

こ
の
よ
ら
に
春
季

i
弟
ロ
後
労
組
の
当

面
ず
る
狸
題
∬
い
♂
れ
も
困
曝
e
澄
る
。

し
か
し
堀
心
民
旧

韓
翫

わ
れ
b
入
滝

が
国
断
鮒
な
判
断
に
V

「r
、
か

で
の

よ
う
に
融
存
見
理

D
こ

しさ
え
し
な
け
わ

は
、
正
し

い
方
回
へ
耐
進
ず

b
姿
勢
の
尺

衆
は
彼

等
へ
の
信
頼
を

り
わ
ね
"
あ
ろ

う
o

(
朝
日
新
聞
東
京
本
社
勤
驚
)

層.
=
.
.
雪
.=●
.
畳:
輌●
●
聖

あ
る
。
しか
し
、
現任
の
再
距備
が
一九
五四
年
に目
標
を
達成
し
た
と仮
冠
し
圃

た
場
合。
こ
れ
に
つ
い
σ
起
る瓢
瀦
か
ら
民
跳
への
再
転
換
に
と
も
な
つて
、
0ー

イ
ノソ
レか
ら
デ
ノ
レ
への
釜激
な
転移
か
伴
ず
る
のC
はな
いか
」し'
韻
ご
●

が
、
最
近、
畔
濱
專門
》
の間
で
寛剣
に悶
題
に
され
嬬
め
てい
5
。

コロ
ノピ
〆
穴
掌
の

!ジ
エル
歎擬
卑
雷

長
ζず
る圃
曝
の
特
別
五人
委
釧

昌
会
が、
鞭
硬

発表
し
た
「国
除
経濱
双矩
遼
頃に
関
♂
O
語歯

」
恥
ず
鴎

麓
灘

綱
畷

ボ

荒

釧●

る
不
況

へ
の
対
船
を
か
X
げ
て
い

ー

今墓
舅
毒
灘
儲購

讐

体
の
戦
賂上
、
不
司欠
の
こ
とで
あ
る
」と
述
べ
て、
右
の
報葛
を
鼠
境1
て
い

る。
畏
禦

果
して
五
四
年に
終
。か
卑

は
凄

の国
騎
湾

展囲
ペ

.

そ
の
韓

の
如
何
に
か

」
る
わ
け
で
あ
Φ
カ
、
軸
ー
鮪
期
の
後

ー
末

O
r
炉
は
、

瑠
鯛藁

霧

肇

製

誰

轄

る。れー
には、む
・゚

躍
O胃
3

一■
一9
昌
●

■

=

一
●
■

冒

1
の

・

●

●

「

○
の

「の襲離の綾
にさ象
れるく
働く
礪嚢

羅

霧

縫

も
る
た
め
に自
己
を忘
れ
て
立
ちあ
が
る

が
、
村
の交
配
層
1
こ
の
小説
で
「白

樺
大
呈
」と
あ
だ
なさ
れ
て
い
る地
土
康

錫
暑
と
その
一族
ー
は
俣
身と
利
益
の

た
め
にい
ち
は
や
く売
国
奴
こな
って
日

軍
に
通謀
ず
る
。
これ
は
彼
らが
人
民、

搾
取
し笈
酎
し
て生
活
ず
る～
い
う
本政

的
に
は外
国
の
帝
国主
義
甫と
彗
壇
の階

級
的
立場
に
あ
るか
ら
な
ので
あ
r
、

大
き
くい
え
は
、戦
争
甲
のモ
納
衛
も、

現
在
の日
本
の
吉
田も
同
橡で
あ
る。
し

た
か
っで
農
民
た
ちは
、
臼鼠
と
斗う
が

ゆ
乳
に、
こ
れ
ら
の売
国
奴
・衷
切
青と

斗
わ
ざ
るを
え
ず、
こ
れ
ら売
国
如的
7

配
詣
と斗
う
が
ゆ
凡に
、
村
の政
冶
・幣

科
学
の細
分
化
、
尊門
佑
の現
状
に

あ
つ
で、
物
質
環
象の
大
欄
的な
っ

か
み
万か
ら
覇
し
い科
学
的世
界
観

着
形
づ～
ろ
う
と
いう
意
飲を
見
ぜ

て
い
るこ
と
亀
これ
が
い
ろ
いろ
編

鮨
」
の欠
陥
が
あ
つて
も
正当
に
評

価
され
て
よ
い
ので
は
な
いか
と
認

う
。
自然
科
学
の常
識
は
一琉
醐
鑓

さ
れ、
そ
れ
が簡
潔
明
快
な交
章
ご

要
領
よく
ま
と
ま
つて
い
O。
辛
の

∂
う
な鳶
味
ぐ
とく
に
交
科累
学
崖

お
よ
ひ堂
験
讃子
に
[説
をお
ず
」

め
し
たい
。
11
世界
思
想社
刊
三
八

一質
四
八
〇
円
(Z
)

※

楽

×

}
い
が
1

作
者
菰
こ
の
関
係
否
描
イ
、こ
と

p
に
よ
フ
で
、
人
臼民
勢
力
の
爪
敗
ぐ
あ
る
こ

rテ

ポ
し
、
も
.
で
大
衆
に
艶
、照
ノ」群
信

斉
ナ
モ
、

「
r
厩
均
し
で
い

O
の
σ
あ

わ
o

薩

ひ
な
い
の
.、
・ヤし
ど
、は
述

へ
・
れ
な

H
ム
は

い
ご
当
瞬
一の
串
国

も
ム

似
た

ー

購
憎
に
あ
る
。
わ
た
し
は
学
空
覇
刑
が
、

た
だ
本
謎
を
読
ひ
た
け
で
な
ぐ
、
本
鵡
答

ど
ん
ど
ん
k
衆
の
甲
に
も
ち
こ
ん
帰
く
れ

る
こ
」
を
の
ぞ
孔
C
、
b
閥

」

露
屍
刊

B
6

=
へ
貝
賞
価
二
五
〇
円
11
(作
景
)

占
8

号月

◆

◆

劉

籔

岡
心"
の
特出

行
って
い
る。
巻

竸
大
河
内
男
比

の
「資
本
土
誠と

愛
国
心」
は
その

中
の矛
贋
を刻
明

に
膚
い
て
い
る
。
淡
徳
=
一郎
氏
は
測
水
幾

太
郎
鼠
の
愛
国
ん
～
マ
ル
ケ
、.げズ
ム
の
愛

国
心
を
対
比
β
せ
、
正
木
ひ
ろ
し
氏
の
天

塩
と
国
民
の
関
係
の
表
現
は
㎝
臼
/
説
ま

れ
る
。
大
醐
18
行
比
k
よ
.
r
戦
懲
嚢
国

心
論
舶
の
展
盟
が
系
読
胸
に
擶
力
わ
て
い

る
。
こ
の
熱
優
ま
現
右
の
闘
題
の
中
喝
だ

け
r
、
き

つ
に
軍
の
入
つ
た
特
僚

rな

っ

た
。
↓
口任
由
政
比
の
パ
ノ
セ
も
面
臼
い
。

(
九
〇
円
)

京
大
は
二
部
で
優
勝

一踊第繊回職
馨

鷺

轄
細

㌦
イ

(

ヤ
イ

ー
ノ
ス
、
イ

霧

饗

川黛

-
轟
」
)
他
に
ヴ
す
ー
「

ノ
・
モ
!
ロ
ー
～

イの
準
団

に
よ

D
軽

[

所
礎
お

(ぴ
ノ
U
イ
・
ジ

ェー
ム
,
の

ト

ム
ヘ
ッ
＼
独
爽
に
よ

⊃
オ
ル
ー
ノ

7
の

ノ
ノ
デ
イ
び
あ
5
。

(た
冥
ク

.
ノ
ッ
ク
に
比

ー
で
総

-
)

出
繊
演
揮

再
、
曲
目
の
船
沢

に
蝸
し
、

百
%

,
金
`
広
a
凡
烹
い
が

(ア

㌔氏
は

ヶ

ア
イ
ハ

ー
、

ル
マ
ノ、

、
ス
ナ

}

ー

び
h
ぽ
h
の
は
跡
」

、
)
娯
森
沸
基

盤
～
づ

晦
鵬
企
襲
の
甲
に
あ

て
、
こ

れ
ほ
～
高
踏
晒
な
傑
,
駆透
企
副
ー
申
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
:
お
X
ぴ
製
作
会
社
に
は
命
く

敵
服
ゼ
定

o
を
褐
な

い
。
い
ず

れ
に

せ

ム
、
音
義
繋
好
家
必
見
の
映
画
で
あ
る
。

11
S
Y
糸

月

雲

H
封
切

(京
大
映

画
部
)

電

9

響冨一
●

8
監響

大
会
は
、
長
野
照
野
沢
で

一
月
几
日
か
ら

↑

日

ま
σ
、
開

日
、
昂

距
離
、
鰍

久
、
第

日
、
ジ
ャ
ン
プ
、
大
回
蝦
、
第

】
日
、
リ
レ
ー
の
朋
で
行
わ
れ
た
力
威
績

次
の
通
り
。

二
部
、

位
駅
大
、
「
位
阪
大
、

=
位
、

大
阪
魎
大
、
一
部
、

一位
関
大
、
「
位
関

学
、
三
位
同
大
、
四
位
立
大
、
五
泣
谷
大

六
位
奈
良
医
大
。
こ
の
結
巣
、

部

、

」
位
の
関
大
、
関
掌
は
全
国
大
会
に
出
場

が
快
足
し
た
。

チャ
タ

レイ
判

決
で
ロ

レ
ノス

株
好
調

'

「チ
ャタ
レ
イ
夫人
の
恋
人」
は

ワ
イ文
学
C
はな
い
と
の稻
愚
裁判
畏
の

判決
が
あ
.で
か
つ京
大法
群
地丁
の
禿

別ポ
ス
ト
に
は
〃強
術
-芸
術
ーヴ
ャ
タ

レ
イ天
人
の恋
人
、
削除
な
し
、上
下
,

巻
四百
円
"
のビ
ワが
三枚
。
そ
のお
の

く

に
即日
買
手
が
つ
いて
い
る葵

そ
のど
れ
に
も
〃上
記
の契
約
不欣
立
の

際は
四
百
五↓
円
で
買
い嶺
す
〃
i
そ

して
さ
り
に
その
下
に
〃肚
配
一角
不
成

立
の際
は
四百
六
十
円で

4

〃
共
産

一王
義
者
の
発
言
許
せ

"

六
京
大
生

米
国
U

●
S
●

ユ
ー
ス
●
ア

ノ
ド
・
ワ

ー
ル
ド

・
リ
ボ
ー
希
紙
特
派
員
ノ
ロ
ム
、

ビ
ジ
ス
ス

●ウ
ィ
ー
ク
紙
特
派
箇
ジ
ェ
サ

ヅ
プ
両
鼠
は
、
　
月

↑
八
日
京
大
竺
六

名
を
オ
テ
ル
。
7
ク
ヨ
ー
に
束
ね
い
て
、

日
本
の
文
教
政
策
、
平
和
問
題
な
と
に
つ

い
て
座
定
会
を
行
つ
た
。

漢
ね
カ
れ

孤
裳
大
聾
は
、
民
科
団
田

回吉

(
交
)
同
甲
村
鈎
也

(
法
)
新
潮
会
今
村

明

(法
)
E
S
S
雑
賀
長
雄
(
法
)
⇒
ヤ

ー
バ
ノ
支
阪
常
正
(
理
)
お
よ
び
本
社
梶

鴻
幹
牛
の
六
君
ご
、
卜
時
ト
よ
り

時
間

あ
ま
り
話
し
合
.
た
。

学
生
よ
り
新
教
了
制
度
が
財
政
舶
襲
付
け

な
し
に
行
わ
れ
て
い
る
⊂
く

教
冒
が
民

r
ゴ
義
闘
教
、目石
行
な
お
う
～
ず
る
の
を

お
菓
r
の
御
用
は

百

万

遍

清

水

菓

舗

昊
北門副
諸
鑓

塀

ル
(腎
七五棄
)

駅
大
入
試
に
は

や
ず
く
て

う
ま
い
当
店
へ

ぜ
ひ

登録歓迎

お

・

～

卜

」.
い

.
。弱

幽

(旅
行
者
外食
簿
も
援
いま
ず
)

鈴

蘭

食

堂

束西

一
条
停
留
所

入

ル

南

側

京
都
百
万
遍
電
停
前
南
側

フ

レ

ッ
シ

ュ
ラ

ン

チ

口
蹟
画
田
⑦
四
九
五
五
番

、
米
紙
特
派
員
と
座
談

つね
に
禁
止
し」
う
ζず
る指
令が
出
さ

れ
るこ
ど「
政
箭
が
防衛
費
に
増八
「○

億を
出
し
なが
ら
、
一億円
の
増収
の
た

め
に冒
立
大学
の
授
瑛嚢

ハ'
円に
上

げ
よ
っと
して
いる
こ
と「
現
在
のよ
う

な
占
園
終
了
の形
は
、米
国
の
ヵ
を宿
り

る封
翅
勢
力
を助
長
す
るの
みe
あ
論こ

一

と、
日
本
に民
香飽
平和
的
な
力
を塒
大

呈9た
め
には
、
共
産
ま
血省
の発
書
を

許さ
な
け
れば
な
.な
いご
%
ヌ国
が

民
ー的
な
日本
友
好
の
巳を
整
す
3た
め

によ
、
日
本
のあ
O稗度
の
召
凸
1
唖化

一

弄
㏄悟
冠なけ
れ
ば
な
っぬ
こ
〆な
ど
の

意疑
が
出
、米
特
派
僧
も深
/
ろな
つ
い

て
敵
会
し
た。

京
大
文
学
年
末
試
"

験
レ
挙

上
冒

㎜

月
I

d
h

蛤
言
O
ぜ
鵠
部
掌
年

4

[
艀

の
丹
、
レ

起ー

担

副の
分
凶
掲

7

板
'

拾

,

(
ア
。

哲

学

科

茜

哲
)
・
出
諾

、

デ

/
ノ
デ

O
弥
柑
、
か
う
し
よ

て

の

川
ー
,

。

村
ぢ
」
、
↓
0
6
1

一一

7
ヨ
ズ

ニ
①
「
Z

騨
ε
「
。

ノ
け
蒜
帥
、

}一

迫
し
山
何
"
り
目
甲

r
ノ
、
r
。
野
田

添
藻
鎮
雛

σ
縢
琢
帥
、
騨

ノ
の
ー
虐
ー
♪
い
r

イ
の

計
㌧

・的
ー
貨
の
ー
体
晒
嬰
綱
。
羽
田
執

授
、
μ
口
透
習

新
蛆

η
f
ク

/社

蛤
の

農
.̀
問
鋤
」

「更
ト
ル

ス
タ

ノ封
建
社

致
賓
序
説
」
倫
理
島
教
授
、
ソ
ェ
リ
ノ
グ

一

ー

1

匪
ー

ー
ー
1
匿
匡
ー
ーー

5
`
-
ー
-

膿
o
匡
巳
ー
1

塵
L

購
勘翔
鰹
晦
齢
堂

師、
人
倫
に
つい
て
。
心理
用
田教
奨

知
寛
に
閲
す
る
唱
の
。
印
誓
シ
保
田
講
師

カ
タ
、

ン
ツ
エ
ー
叔
ー
●
ノ
ヅ

ア
ー
欠

レ
晦
弓
ノ
一

ヤ
ー
ド
の
牌
魍
。
珊
橋
醐

帥
、
阿
舎
に
表
わ
さ
れ
た
る
仏
ー
の
枳
本

層
想
。
藁
掌
佐
相
鵡
師
麗
臼
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